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会　社　所　在　地　等

会 社 名 酒井酒造株式会社

代 表 者 代表取締役　酒井秀希

所 在 地 〒740-0027　山口県岩国市中津町一丁目１番３１号

T E L 0827-21-2177 F　A　X 0827-21-5372

E - m a i l info@gokyo-sake.co.jp

設 立 昭和２５年３月

従 業 員 数 ２１人

年 商 非公開

県 内 事 業 所 岩国市、柳井市（精米所）

業 種 清酒製造業

事 業 内 容 清酒「五橋」の製造

ホ ー ム ペ ー ジ https://www.gokyo-sake.co.jp

概　　要

我が社はこのような会社です　～　企業理念やビジョンについて　～

会社玄関前

昭和２２年の全国新酒鑑評会１位獲得以来、山口県を代表する地酒として県内

外で愛飲されてまいりました。

地元錦川に架かる五連の反り橋「錦帯橋」に名を求め、心と心の懸け橋へとの

想いを込め「五橋」の酒銘を冠しました。

山口県の地酒であるために山口県の米・水・人にこだわった酒造りを行い、全

国新酒鑑評会のみならず、全米日本酒歓評会、INTERNATIONAL WINE

CHALLENGEなど、国内外のコンクールでも高い評価をいただいています。
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我が社の強みはココです　～　特徴的な取り組みについて　～

仕込み風景 多様な種類の清酒を醸すことで、技術の研鑽ができるものだと考えており、高

精白の吟醸酒だけでなく、低精白の純米酒、古い文献を参考に醸す江戸時代の

酒、昔ながらの木の桶で醸す純米酒など、いろいろなパターンの商品造りに取

り組んでいます。

酒造技術の進歩に伴い、ある程度の酒質の商品はマニュアル通りでできるよう

になっていますが、マニュアルは変化に対応ができません。米の質、気候条

件、水温等の変化があるだけで、今まで作ってきた味はがらりと変わってしま

うかもしれません。

私たちが育てるのは本物の酒造技術者。つまり職人です。

本物がいるからこそ本物の日本酒を醸すことができる。私どもの強みは本物で

あることだといえるでしょう。

我が社のエースからのメッセージ

杜氏
氏名 森重健一

ふりがな もりしげけんいち

匠より一言
酒造りの心は「和醸良酒」。厳しいながらも「和」を大切にし

て良い酒造りができると良いと思います。

職種 杜氏

専門作業名 清酒製造における監督

一般の蔵元見学に準じてなら可。
可

講話

技能の優れた点
吟醸酒のみならず、純米酒や本醸造、普通酒など全カテゴリー

の商品に対応できる。

経験年数 ３４年

関連する資格 酒造技能士

可

技術指導

可

表彰等 全国新酒鑑評会金賞ほか

採用担当者から一言　～　人材育成の方針について　～

小さい会社なので、十分な指導ができないかもしれません。

OJT的に一緒に仕事をしながら覚えていただくことになるでしょう。

手取り足取り教えることはありませんから、自ら学ぶ気持ちのある方が良いと思います。

県内高校への

協力体制

企業見学


